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Ａ．研究目的 

  臓器提供への負担軽減は必要であるが、心停

止後提供においても臓器提供ではインセンティブ

や脳死判定時間や事務的処理等最も大きな課題

は入院後の家族への説明や承諾に至るまでの過

程への対応にある。本研究では小児から成人まで

含めた臓器提供に対する選択肢提示と対応につ

いての課題解決を目的とする。 

 

Ｂ．研究方法 

  臓器提供可能施設における臓器提供への選択

肢提示と家族希望を踏まえた終末期対応の現状を

講演会の形で検証した。 

  （倫理面への配慮） 

個人情報の扱いについては十分考慮しPCにおけ

る情報はPWによるロックをかけ、書類については

鍵付きロッカーでの管理を行うなどの対応により厳

重に管理する。 

 

Ｃ．研究結果 

  令和2年から年間3回から4回にて講演会を継続

した。全国から講演会の目的に沿って適任となる

専門家による講演を実施した。適切な臓器提供推

進への方向性を見出した。 

 

Ｄ．考察 

  ポテンシャルドナーへの対応は各医療機関にお

いても差があり院内体制整備に対する対応の必要

性が再認識され地域での取り組みも重要であるが、

慎重とされる臓器提供における医療機関間の搬送

は今後検討される必要がある。選択肢提示は医師

等がすることになっており、もしも搬送が容認され

ればより提示を必要とされる。小児臓器提供でも同

様のことが考えられ、家族支援、本人意思の尊重

をより医療者は学習し本人のために選択肢を提示

する必要がある。 

 

Ｅ．結論 

各医療機関において臓器提供への対応はそれ

ぞれである。組織提供も臓器提供と同様に家族へ

の選択肢提示を積極的に行う必要がある。課題の

中心は国民が通常医療と同じように、臓器提供を

含めた終末期の選択肢提示から、臓器提供に限ら

ない選択を医療者と共に進めることが、より重要で

あると思われる。 

 

Ｆ．研究発表 

 1.  論文発表 

  １． 終末期における臓器提供意思を確認する

ための選択肢提示（オプション提示）方法の

考察．小野元, 田中雄一郎, 加藤庸子. 

32 巻 2 号 P.46-51, 2020年．脳死・脳蘇 

研究要旨： 

研究期間において covid19の影響は各地域・医療機関の医療対応に影響を与えた。具体的には

救急医療現場での臓器提供自体の減少が感染症による提供候補者（ポテンシャルドナー）低下と

いうよりも、未知の感染症への医療機関対応が主治医の選択肢提示や、家族説明において通常以

上に低下した原因と考えられる。つまり、医療機関の機能変更やシフト変更は医療現場の終末期対

応さえ変化させる可能性が示された。つまり臓器提供では心停止後臓器提供を含めて、主治医ら

が医療行為の中で通常医療行為と同じように選択肢を提示し、本人医師の確認や家族の希望を進

める事ができることが必須であり、そのための研究を進めた。 
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 2.  学会発表 

  １．心停止下臓器提供の終末期医療対応を含 

めた負担抽出小野元, 田中雄一郎, 加藤庸 

子, 横田裕行. 第48回日本救急医学会総 

会・学術集会2020年11月 

  ２．小野元、加藤庸子． コロナ禍における臓器 

提施設の新たな体制構築に関する研究． 

第49回日本救急医学会総会・学術集会 

2021年10月 

 ３. 小野元、田中雄一郎、加藤庸子. 救急医療 

現場の終末期医療と心停止後臓器提供への 

対応. 日本脳死脳蘇生学会 2022年6月 

 

G．知的所有権の取得状況  

1. 特許取得 

  特になし 

 2. 実用新案登録 

  特になし 

 3.その他 

特になし 
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